
 

育Me科 学習指導案 「ごめんね」 

〇ねらい 

 何か失敗をしたときには，心をこめて「ごめんね」という気持ちを伝えることの大切さに気付き，心をこめて「ごめんね」

を伝えるためのスキルを身につけることができる。 

 

 【準備するもの】 

・提示資料「『ごめんね』する理由」  ・提示資料「謝るときのポイント」  ・振り返り用ワークシート 

 

活動内容 進め方・支援 育Me科の視点 

導
入 

５
分 

１ あいさつ 

2 学習内容の理解 

・授業者のけんかした・失敗をした経験を例にあげ、自分がごめんねを言えな

かった場面を思い出してみる。 

・日常でごめんねと謝らなければいけないときはどんな時か考える。 

・①怒ったごめんね ②真剣な顔でごめんね を見てどちらのごめんねが相手

は許してくれるか考える。 

3 本時のめあての掲示  

 

 

 

・「ごめんねする理由」

を提示 

・ごめんねを言うだけ

ではなく、伝え方も大

事であることを確認

する。 

・「おかめあいさつ」

を確認してから挨

拶をする。できてい

る児童を褒める。 

展
開 

３
０
分 

４ モデリング 

・授業者が 3通りの謝り方をモデリングする。 

・児童は見ていて，「許してあげよう」という気持ちになるかどうか考えながら

見る。「許してあげよう」という気持ちになったら両手で丸をつくる。 

 

 

 

 

 

・真剣な顔で，理由と一緒にゆっくり言うと，「ごめんね」という気持ちがつた

わることをおさえ，謝るときのポイントにつなげる。 

 

 

 

５ ロールプレイ 

○２人一組になって、ロールプレイをする。 

・ペアを作り、謝る人，謝られる人を決める。 

・謝る人は，くじを引き、提示資料「『ごめんね』する理由」の中から引いた番号

と同じ理由のことについて謝る。謝られる人は，謝られてどんな気持ちにな

ったか、謝るときのポイントができていたかを観察する。 

・時間になるまでペアを変えながら何度も繰り返す。 

 

・児童の反応を見なが

ら，①②についてはよ

くないわけを話させ

る。 

 

・③についてもどうし

て「許してあげよう」

という気持ちになっ

たのかを話させる。 

 

 

 

 

・上手に行っている組

を褒めて，真剣に行う

雰囲気づくりをする。 

 

 

 

 

 

 

・相手の目を見て真

剣な顔でゆっくり謝

ると、相手に「ごめ

んね」の気持ち（許

してあげようという

気持ちになる）が伝

わることをおさえ

る。 

 

 

 

ま
と
め 

１
０
分 

６ ふりかえり 

・感想を振り返りシートに書く（５分）。 

・感想を発表し、交流する。 

・本時のポイントを振り返る。 

７ あいさつ  

・同じ「ごめんね」でも

言い方によって、相手

の受け取り方が異な

ることをおさえる、上

手に伝えていこうと

する意欲につなげる。 

 

C 関係づくり 日常生活全般 道徳 A（１）  

「ごめんね」を上手に伝えよう 

①少し怒ったような声と，怒ったような顔で「ごめんね」と言う。 

②少し笑ったような声と，にこにこしながら「ごめんね」と言う。 

③相手をしっかり見て，真剣な顔で「○○してごめんね」とゆっ

くり言う。 

謝るときのポイント ①相手をしっかり見る②真剣な顔③ゆっくり話す 

              理由もつけて謝るとさらにいいね！ 


